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表 紙

神河やまびこ学園　夏休み短期山村留学

　“みんなで力を合わせれば、すてき
な何かが生まれる”を合言葉に、神河
やまびこ学園で短期山村留学体験が行
われました。
　この留学には、主に近畿一円から
135 名の小中学生が参加。
　川遊びや渓流キャンプ、地域のご家
庭にホームステイするなど、都会では
味わうことのできない貴重な体験をし
ました。

主 な 内 容

9
№ 70



平成 23 年 9 月 1 日 2 

【
懇
談
会
の
概
略
】

１
．
獣
害
対
策

　

サ
ル
は
監
視
員
と
電
気
柵
の
効

果
で
、
町
内
で
生
息
し
て
い
る

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
つ
の
群
れ
の
う

ち
、
Ｃ
群
が
朝
来
市
方
面
へ
主
に

移
動
、
出
没
地
域
の
変
化
と
被
害

が
大
き
く
減
少
。
シ
カ
は
４
月
よ

り
猟
友
会
に
よ
る
毎
週
土
日
の
シ

カ
捕
獲
隊
に
よ
る
捕
獲
と
、
金
網

柵
・
電
気
柵
に
よ
り
か
な
り
被
害

が
抑
え
ら
れ
た
。
平
成
22
年
度
実

績
は
シ
カ
１
２
１
６
頭
、
サ
ル
71

頭
、
イ
ノ
シ
シ
１
７
２
頭
、
そ
の

他
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
計
１
４
７
０

頭
を
捕
獲
（
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
は

猟
期
中
の
町
外
で
の
捕
獲
を
含

む
）。
平
成
23
年
度
も
既
に
６
月

段
階
で
シ
カ
１
７
４
頭
（
７
月
末

で
２
３
７
頭
）、
サ
ル
・
イ
ノ
シ

シ
な
ど
合
わ
せ
て
２
０
０
頭
を
越

え
て
い
る
。平
成
23
年
度
も
電
気
・

金
網
柵
等
の
地
元
要
望
量
に
概
ね

こ
た
え
ら
れ
る
見
込
み
。
サ
ル
監

視
員
、
シ
カ
捕
獲
隊
は
も
と
よ
り

農
家
・
住
民
の
皆
様
の
協
力
の
お

陰
で
か
な
り
の
対
策
・
効
果
を
生

ん
で
い
る
。
今
年
度
、
２
箇
所
で

サ
ル
の
集
団
捕
獲
を
実
施
予
定
。

２
．
カ
ド
ミ
ウ
ム
対
策

　

湛
水
栽
培
に
よ
り
平
成
22
年
度

は
土
壌
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
含
有
率
が

高
い
地
域
に
お
い
て
も
、
流
通
基

準
値
0.4
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
の
米
は
生
産

さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
湛
水
栽

培
が
十
分
で
な
か
っ
た
、
水
も
ち

が
悪
い
圃
場
で
基
準
値
以
上
の
米

が
検
出
。
土
壌
改
良
対
策
と
し
て

は
石
灰
等
ア
ル
カ
リ
剤
の
投
入
で

ア
ル
カ
リ
度
を
高
め
る
こ
と
、
ま

た
代
か
き
等
を
十
分
に
し
て
水
も

ち
を
良
く
し
、
出
穂
以
降
は
水
を

切
ら
さ
な
い
湛
水
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
で
基
準
値
以
下
に
抑
え
ら

れ
る
結
果
と
し
て
立
証
さ
れ
た
。

平
成
23
年
度
も
引
き
続
き
、
湛
水

栽
培
と
土
壌
・
立
毛
調
査
に
取
り

組
み
、
今
年
度
で
安
全
宣
言
を
し

た
い
。

３
．
災
害
予
防
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

等
の
整
備

　

河
川
増
水
危
険
箇
所
及
び
堆
積

土
砂
・
立
木
・
ヨ
シ
等
の
対
策
、

あ
わ
せ
て
道
路
を
含
め
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
整
備
に
つ
い
て
も
、
県
民

局
・
県
知
事
意
見
交
換
会
等
に
お

い
て
強
く
要
望
す
る
。

４
．
県
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
に
基
づ
く
事
業
推
進

　

県
の
財
政
悪
化
に
よ
り
、
１
億

円
以
上
の
道
路
、
河
川
等
の
社
会

基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
平
成

20
年
度
か
ら
30
年
度
の
県
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

前
提
。
進
捗
状
況
の
点
検
と
早
期

実
施
を
要
望
。

５
．
病
院
経
営
健
全
化
と
医
師
確
保

　

南
但
馬
、
そ
し
て
中
播
磨
医
療

圏
域
の
２
次
救
急
の
中
核
病
院
と

し
て
の
機
能
強
化
に
向
け
、
県
立

病
院
的
位
置
づ
け
で
の
支
援
を
要

請
す
る
。「
和
と
奉
仕
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
地
域
に
愛
さ
れ
る
病
院
と

な
る
よ
う
取
り
組
む
。

６
．
安
全
安
心
な
幼
小
中
学
校
整

　

備
と
統
廃
合
の
推
進

　

中
学
校
通
学
路
の
柏
尾
北
側
信

号
機
に
つ
い
て
は
７
月
よ
り
着

手
、
東
柏
尾
の
町
道
の
歩
道
拡
幅

工
事
を
３
ヵ
年
で
実
施
す
る
。
次

に
、
平
成
25
年
４
月
の
神
崎
幼
稚

園
・
小
学
校
開
校
に
向
け
工
事
発

注
。
ま
た
通
学
路
・
制
服
等
の
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
。
南
小
田

小
学
校
は
平
成
25
年
４
月
に
寺
前

小
学
校
へ
統
合
、
川
上
小
学
校
も

長
谷
小
学
校
へ
の
統
合
に
向
け
て

協
議
中
。
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な

る
校
舎
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
校
区
・
地
域
の
皆
様
と
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

る
。

７
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
運
営

　

３
月
に
姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
に
Ｃ
Ｓ
有
料
放
送
の
一
部
を
業

務
委
託
。
姫
路
市
、
朝
来
市
、
宍

粟
市
、
養
父
市
を
含
め
た
放
送
連

携
が
可
能
と
な
っ
た
。
更
に
効
率

的
運
営
に
向
け
調
査
研
究
を
進
め

る
。

８
．
地
域
振
興
施
策
等

　

若
者
定
住
を
め
ざ
し
、
し
ん
こ

う
タ
ウ
ン
第
３
期
造
成
に
着
手
。

　

企
業
誘
致
促
進
に
向
け
、
企
業

立
地
計
画
に
基
づ
く
取
得
資
産
に

つ
い
て
３
年
間
固
定
資
産
税
免
除

の
条
例
を
整
備
（
８
割
が
地
方
交

付
税
算
入
に
よ
り
還
元
措
置
）。

　

観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
経
費
等
の
削
減
に
努
め
な
が

ら
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
一
定
の

て
こ
入
れ
も
行
っ
て
お
り
、
あ
る

も
の
活
用
で
集
客
・
収
益
増
を
め

ざ
す
。
ま
た
、
観
光
振
興
等
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
施

設
間
の
連
携
を
更
に
強
化
。
神
河

町
を
元
気
に
す
る
地
産
地
消
を
基

　

懇
談
会
で
は
、
ま
ず
冒
頭
、
各

区
長
様
よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
、
続
い
て
山
名
町
長
か
ら
「
平

成
23
年
度
の
重
点
施
策
」、
澤
田

教
育
長
か
ら
「
神
河
町
の
教
育
」

に
つ
い
て
報
告
の
後
、
１
時
間
あ

ま
り
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

（
報
告
事
項
）

１
．
町
の
予
算

２
．
重
点
施
策
（
◆
安
全
・
安

心
な
幼
・
小
・
中
学
校
の
施
設

整
備
と
統
廃
合
の
推
進
◆
公
立

神
崎
総
合
病
院
の
経
営
健
全
化

と
医
師
確
保
◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
の
運
営
◆
地
域
振
興
施

策
、
観
光
戦
略
、
雇
用
安
定
の

確
保
◆
子
育
て
支
援
◆
医
療
・

福
祉
対
策
◆
住
民
参
加
に
よ
る

開
か
れ
た
行
政
運
営
◆
財
政
の

健
全
化
◆
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

す
る
危
機
管
理
の
点
検
と
万
全

の
備
え

３
．
目
標
達
成
に
向
け
て
（
◆

組
織
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
町
民

の
皆
様
と
の
強
い
信
頼
関
係
◆

国
・
県
等
へ
の
要
望
項
目
）

４
．
神
河
町
の
教
育
～
心
が
ふ
れ

あ
う　

ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
～

（
元
気
神
河
「
元
気
な
あ
い
さ

つ
」、
三
育
神
河
「
学
び
あ
い
」

「
支
え
あ
い
」「
育
み
あ
い
」、

魅
力
神
河
「
魅
力
あ
る
学
び

舎
」）

～ハートがふれあう住民自治のまちをめざして～

５月１６日（月）～７月２８日（木）
平成23年度

集落別 町長懇談会
を開催しました
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本
と
し
た
農
林
業
、
商
工
観
光
が

連
携
し
た
振
興
施
策
を
推
進
す
る
。

９
．
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
の
点
検
と
万
全
の
備
え
が
重

要
。「
避
難
所
の
表
示
」「
災
害
に

応
じ
た
避
難
箇
所
・
避
難
経
路
」

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
見
直
し

と
点
検
に
取
り
組
む
。

10
．
目
標
達
成
に
向
け
て

　

国
・
県
・
町
そ
し
て
地
域
の
役

割
分
担
と
『
協
働
』、
集
落
別
町

長
懇
談
会
で
更
な
る
ま
ち
づ
く
り

の
具
体
化
を
図
る
。

　

職
員
を
減
ら
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
低
下
さ
せ
ら
れ
な
い
。
住
民
は

役
場
を
選
べ
な
い
、接
遇
マ
ナ
ー
・

あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
組
織
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
更
に
信
頼
さ
れ
る
役

場
組
織
を
め
ざ
す
。

11
．
そ
の
他
、
全
体
を
通
し
て

●
越
知
川
を
中
心
に
「
名
水
と
は

い
え
な
い
、
ア
ユ
が
育
た
な
い
」

と
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
水
量
不

足
、
保
水
・
治
水
機
能
の
低
下
や

生
活
様
式
の
変
化
等
複
合
的
に
起

因
し
て
い
る
と
考
え
る
が
水
質
の

数
値
上
の
問
題
は
な
い
。
ま
た
、

カ
ワ
ウ
、
冷
水
病
も
要
因
で
は
な

い
か
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
ま
た
、
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど

地
域
の
後
継
者
不
足
が
進
む
中

で
、
地
域
行
事
を
支
え
る
こ
と
が

大
変
に
な
っ
て
い
る
。
河
川
、
道

路
等
の
法
面
を
中
心
と
し
た
草
刈

や
、
獣
害
対
策
、
林
相
整
備
後
の

維
持
管
理
へ
の
将
来
的
不
安
も
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
、
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
改

善
で
喜
ば
れ
た
一
方
で
、
昼
間
の

利
用
が
少
な
く
不
効
率
と
い
っ
た

声
や
、
観
光
推
進
の
た
め
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
表
示
、
地
域
の

お
宝
表
示
、
地
元
商
店
の
活
用
が

活
性
化
の
原
点
、
空
家
対
策
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
、

道
路
・
水
路
の
修
繕
、
学
校
通
学

路
の
整
備
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
放
送
内
容
の
確
認
、
さ
ら
に
は

目
安
箱
の
設
置
で
住
民
の
声
を
行

政
に
反
映
な
ど
、
紹
介
し
き
れ
ま

せ
ん
が
ま
ち
づ
り
を
進
め
る
上
で

数
多
く
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

●
「
３
現
主
義
（
現
場
・
現
物
・

現
実
）
で
、
管
理
職
が
中
心
と
な

り
組
織
が
機
能
す
れ
ば
、
町
長
の

提
唱
す
る
愛
の
あ
る
す
ば
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
。」

ま
た
、「
行
政
と
し
て
、
い
か
に

正
し
く
わ
か
り
や
す
く
情
報
を
住

民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
は
、『
住
民
目
線
』
＝
『
町
民

の
立
場
』
に
立
つ
こ
と
で
実
現
で

き
る
。」
と
の
ご
意
見
や
、
参
加

者
か
ら
の
生
の
声
は
、
生
活
に
密

接
し
た
切
実
な
課
題
で
、
共
通
し

た
意
見
・
要
望
・
提
言
も
多
く
頂

き
ま
し
た
。
一
方
、
行
政
や
住
民

代
表
で
あ
る
議
会
に
も
届
い
て
い

な
い
内
容
も
あ
り
こ
れ
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
更
に
ま
ち

づ
く
り
の
具
体
化
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

●
ま
た
、
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項

目
に
つ
い
て
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
応

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
の
ご

質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
分

予
算
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
早

速
に
応
え
て
い
け
る
こ
と
が
少
な

い
状
況
で
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
度
末
の
実
質
公
債

費
比
率
18
％
未
満
達
成
ま
で
は
新

規
要
望
は
受
け
付
け
ら
れ
な
い
で

済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、「
何
か

方
法
は
な
い
か
」「
ど
う
し
た
ら

要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
行
政
の
責

務
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
少
子
・

高
齢
化
に
加
え
、
団
塊
の
世
代
の

大
量
退
職
に
よ
り
、
働
く
世
代
減

少
の
、
い
わ
ゆ
る
少
子
長
寿
・
人

口
減
少
社
会
に
突
入
し
ま
す
。
働

く
世
代
の
減
少
に
よ
る
税
収
確
保

と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
社
会

保
障
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

●
２
回
目
の
懇
談
会
で
し
た
が
、

「
具
体
的
な
テ
ー
マ
で
更
に
充
実

を
」
と
い
っ
た
声
や
、「
懇
談
会

で
の
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す

る
回
答
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
な
表

現
を
避
け
、
で
き
る
限
り
分
り
易

い
回
答
を
」、
ま
た
「
各
区
に
お

け
る
前
年
の
内
容
を
踏
ま
え
た
進

行
を
」
な
ど
来
年
に
向
け
て
更
に

充
実
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
来
年
度
の
進
め
方
に
つ
い
て

県
民
局
長
と
の
意
見
交
換
内
容

１
．
カ
ド
ミ
ウ
ム
米
問
題
と
鳥
獣

　

害
対
策
に
つ
い
て

　

必
要
部
分
の
予
算
確
保
に
努
め

る
。

２
．
公
立
神
崎
総
合
病
院
の
支
援

　

策
強
化
に
つ
い
て

　

現
状
で
は
県
に
よ
る
医
師
確
保

は
困
難
だ
が
、
財
政
面
で
特
別
交

付
税
措
置
を
求
め
て
い
く
。

　

増
床
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
以
降
の
計
画
と
し
て
検
討

す
る
。

３
．
災
害
時
の
孤
立
を
防
ぐ
ラ
イ

　

フ
ラ
イ
ン
等
の
整
備
に
つ
い
て

　

現
行
補
助
制
度
の
中
で
対
応
、

但
し
実
施
の
場
合
は
広
域
的
に
支

援
を
行
う
。

中
播
磨
地
域
づ
く
り
懇
話
会

　
（
県
知
事
）
意
見
交
換
内
容

１
．
河
川
の
災
害
予
防
に
つ
い
て

　
（
堆
積
土
砂
の
撤
去
、
立
木
の

　

伐
採
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど

　

野
生
動
物
の
対
策
含
め
て
）

　

堤
防
補
強
も
含
め
河
道
確
保
の

対
応
に
努
力
・
検
討
し
た
い
。

２
．
公
立
神
崎
総
合
病
院
の
支
援

　

策
強
化
に
つ
い
て

　

増
床
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
機

能
を
含
め
て
相
談
し
て
い
き
た

い
。
平
成
22
年
度
で
の
診
療
報
酬

ア
ッ
プ
に
あ
わ
せ
財
政
面
で
交
付

税
見
直
し
措
置
で
支
援
。

　

７
月
14
日
中
播
磨
地
域
づ
く
り

懇
話
会
で
の
上
野
県
議
補
強
発
言

１
．
公
正
公
平
を
期
す
る
た
め
の

　

行
政
の
見
え
る
化
の
実
行
を

　

見
え
る
化
の
た
め
に
社
会
資
本

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た

が
、（
河
川
等
）
維
持
管
理
部
分

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２
．
県
立
病
院
的
位
置
づ
け
で
の

　

支
援
を

　

公
立
（
県
立
）
化
と
い
い
た
い

が
、（
財
政
状
況
に
鑑
み
）、
連
携

を
深
め
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
持
ち
味
を
生

か
せ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

は
各
区
長
様
と
ご
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
「
神
河
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

区
役
員
様
を
は
じ
め
、
お
忙
し

い
な
か
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6／307／14
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　今年は例年になく早い時期から大型で強い台風が日本に接近し、各地に被害をも
たらしています。幸い私たちの地域に影響はありませんでしたが、まだまだ台風
シーズンはこれからです。
　私たちが台風の発生を止めたり進路を変えたりすることは不可能ですが、一人ひ
とりが備えをすることによって、台風による被害を小さくすることはできます。
　危険が迫ると逃げる。これは当たり前のことのようですが、実は、人はなかなか逃げようとしません。災
害心理学の専門家によると、人間の心には、自分に迫ってくる危険を過小に評価して気持ちを落ち着かせよ
うとする強い働きがあり、その結果、世界中で人は災害から逃げ遅れているそうです。今一度強大な台風が
来たときどうするか家族や地域で話し合い、いざというときに備えていただきたいと思います。
　台風や豪雨は、ある程度まで襲来時期や規模を予測することができますが、最近では予想を超える局地的
な豪雨により大きな被害も各地で発生しています。気象情報には十分注意をして、日頃から万全の対策をとっ
ておきましょう。

　台風が来る前に…

□屋根にごみや落ち葉がたまったままになっていませんか？アンテナなどは支える棒や針金で補強しま
しょう。

□排水溝や桝、田んぼの水路などの掃除もお忘れなく。泥や落ち葉などをたまったままにしておくと排水
機能が低下し、水があふれることにもなりかねません。

□情報入手のため携帯ラジオなど避難用品をチェックしましょう。
□台風の被害は、風雨、洪水、がけ崩れなど様々です。災害発生時の対策を考えておくことも大切です。
　避難場所だけでなく、避難経路についても考えておくことが大切です。

　台風が近づいてきたら…

□風雨が強まり、横なぐりの雨が吹きつけた場合、引き違いのサッシの隙間から水が入ってくることがあ
ります。タオルや雑巾をあてて、室内が濡れないように準備しましょう。

□物干し竿、植木鉢などの吹き飛ばされやすいものは片付けましょう。
□テレビやラジオなどで台風情報の収集に努めましょう。

　がけ崩れや山崩れの前ぶれが見られたら早めに避難を

□斜面に亀裂ができる。
□わき水がにごる。量が急に増える、止まる。
□小石がパラパラと落ちる。
□斜面の途中から水がふきだす。
□地鳴りや山鳴りがする。
□雨が降り出したら、「土砂災害警戒情報」にも注意しましょう。土砂災害警戒情報は、大雨による土砂

災害発生の危険度が高まったときに、市町村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難の参
考となるよう、都道府県と気象庁が共同で発表する防災情報です。

　避難場所を確認しましょう

□災害が発生したときの避難場所、避難する経路、連絡方法などを家族で確認しておきましょう。近所の
危険箇所を把握しておくことも大切です。

□避難するときは、持ち物を最小限にし、両手が使えるようにしましょう。

大丈夫ですか？

災害に対する備え
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●もうご加入いただきましたか？
　皆さん、住宅再建共済制度「フェニックス共済」への加入はお済みですか？この制度は兵庫県が阪神・
淡路大震災で学んだ教訓「助け合い」の大切さを生かし、兵庫県が条例に基づき実施する信頼の制度です。
平常時から資金を寄せ合い、災害発生時に被災した住宅の再建のために住宅所有者が相互に支え合う「住
宅再建共済制度」と、早期の生活の再建を目指して県民が互いに助け合う「家財再建共済制度」とによ
り、自然災害への「備え」を充実させています。小さな掛け金（共済負担金）で確かな住まいの安心を
手に入れませんか？
※平成 21 年 8 月の台風 9 号の豪雨災害では、制度創設以来、初給付を行い、被災加入者から住宅再建に役立った

との喜びの声が届いています。いざという時のわが家の安全・安心のためにも、ぜひご加入ください。

●お住まいの地域で地震発生の可能性　～東日本大震災のように地震はいつ、どこで起きるかわからない～

住宅所有者加入

○今後 30 年以内に、東南海・南海地震が発生す
ることが確実視されています。

　　東南海・南海地震が発生した場合、県内全域
で、震度 5 強（※ 1）以上の強い揺れに見舞わ
れると想定されます。

※ 1：震度 5 強の状況
・物につかまらないと歩くことが難しい。
・窓ガラスが割れて落ちる。
・ブロック塀が崩れることがある。
・自動車の運転が困難になる。
・亀裂や液状化が生じる。

○県内には数多くの未知の活断層が存在し、マグ
ニチュード 7 未満の地震は、県内のどこでも起
こる可能性があります。

　　この地震が発生した場合、県内全域で、震度
6 強（※ 2）以上の強い揺れに見舞われると想
定されます。

※ 2：震度 6 強の状況
・揺れにほんろうされ、飛ばされる。
・耐震性が高い建物でも、壁や柱にひび割れ・亀

裂が多くなる。
・ブロック塀のほとんどが崩れる。
・大きな地割れが生じる。

共済負担金
年額 5,000 円／戸

（月額 500 円（上限 5,000 円））

（注）1. 県外で再建・購入の場合の給付額は 1 ／ 2 となります。
　　 2. 賃貸住宅等は、県内での再建等のみに給付し、居住確保給付金は給付対象と
　　　 なりません。

給　付　金 給　　付　　対　　象 給付額
再建等給付金 全壊・大規模半壊・半壊で建替・再建 600 万円

補 修 給 付 金
全壊で補修 200 万円
大規模半壊で補修 100 万円
半壊で補修 50 万円

居 住 確 保
給 付 金

全壊・大規模半壊・半壊で補修をせず
賃貸住宅に入居した場合等 10 万円

兵庫県が阪神・淡路大震災の教訓を生かした助け合いの制度

兵庫県住宅再建共済制度　　　　　　　　　　フェニックス共済フェニックス共済

　兵庫県では、平成 21 年８月に台風 9 号の豪雨災害により、兵庫県西・北部が被災し、住宅だけでなく、
家財にも大きな被害が発生しました。住宅とともに家財も被災者の生活基盤として不可欠なものであるこ
とから、被災地の早期の復興・再生のため、家財を対象とした家財共済給付金も併せてご加入ください。

加 入 者 県内の住宅に居住している方（住宅を所有している方または賃貸住宅の借主など）
対 象 県内の住宅に存する家財（ただし、１戸の住宅に存する家財につき１加入）
対 象 災 害 台風、地震、落雷等すべての自然災害
被 災 の 判 定 市町が実施する住家の被害認定（り災証明書）によります
共 済 負 担 金 年額 1,500 円

（現行の住宅再建共済制度へ加入済みの方または同時加入の場合は年 1,000 円）

共 済 給 付 金

原則として、被災住宅に存する家財を補修または購入した場合に給付します。
区　　分 給　付　額

全 壊 50 万円
大 規 模 半 壊 35 万円
半 壊 25 万円
床 上 浸 水 15 万円

※履行確約書を提出していただいた場合は、
　り災証明書発行時に全額給付できます。

公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　Tel（078）362 － 9400（専用電話　平日 9：00 ～ 17：00）
　　　　　　　〒 650 － 8567　神戸市中央区下山手通５丁目 10 番 1 号（兵庫県庁内）

家 財 再 建 共 済

自
然
災
害

住 宅 再 建 共 済
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こんにちは　ウェイ先生

はじめまして。
私の名前はウェイです。カナダのトロントから来ました。私は 22 歳です。
日本には初めて来ました。
私の趣味は絵を描くことや読書です。
私は自然や動物が好きです。
私は皆さんと一緒に働けることを光栄に思い、皆さんとの関係が良くなることを期待しています。

ウェイ

　

神
河
町
の
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
度
に
「
第
１
次

神
河
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
等
を

策
定
し
、
そ
の
後
平
成
20
年
度
に

は
第
１
次
の
改
定
を
行
い
、
積
極

的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
職
員
や
議
員
数
の

削
減
、
経
費
削
減
、
保
育
所
民
営

化
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、少
子
高
齢
化
・

経
済
低
成
長
時
代
の
到
来
な
ど
経

済
環
境
が
悪
化
す
る
中
で
、
神
河

町
に
お
い
て
も
依
然
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る

行
財
政
改
革
の
取
組
み
を
進
め
る

た
め
、
平
成
22
年
度
に
町
長
か
ら

神
河
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

（
委
員
12
名
・
会
長
／
藤
原
通
宏

氏
）
に
対
し
「
行
財
政
改
革
の
推

進
状
況
」に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、

今
年
５
月
に
委
員
会
か
ら
町
長
へ

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
今
後
に
お

け
る
行
財
政
改
革
の
推
進
に
活
用

す
る
た
め
、
こ
の
た
び
「
第
１
次

神
河
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
第

２
次
改
定
と
、「
神
河
町
行
財
改

革
実
施
計
画
（
後
期
５
ヵ
年
集
中

改
革
プ
ラ
ン
）」
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
大
綱
等
に
つ
い
て

は
、
確
定
次
第
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

第
１
次
神
河
町
行
財
政
改
革
大
綱
等
の

一
部
を
見
直
し
ま
す

It is nice to meet you,
My name is Wei. I come from Toronto in Canada. I am 22 years old.
This is my first time to Japan.
My hobbies are drawing, reading and writing.
I like nature and animals.

　It is an honor to be working with you and I hope our relationship can be a happy one.
Ｗｅｉ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

　

こ
の
運
動
は
、
ひ
ょ
う
ご
交
通
安
全
憲

章
の
理
念
に
基
づ
き
、
広
く
県
民
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も

の
で
す
。

運
動
基
本
項
目

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　

子
ど
も
と
高
齢
者
自
身
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般

の
運
転
者
、
そ
の
他
の
交
通
参
加
者
の

子
ど
も
と
高
齢
者
に
対
す
る
保
護
意
識

の
醸
成
を
図
り
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
。

重
点
推
進
項
目

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
減
速
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
運
転
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
や
自
転
車
を

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
、
し
っ
か
り
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安
全
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
！

　 英 語 の 指 導 に あ た ら れ る Ａ Ｌ Ｔ（ 外 国 語 指 導 助 手 ＝ Assistant 
Language Teacher）のウェイ先生（神河中学校勤務）を紹介します。
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神河町の子どもたちがスポーツ大会で活躍しています

　

７
月
28
日
か
ら
青
森
、
岩
手
、
秋
田
の

東
北
各
地
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体

に
大
河
内
中
学
校
Ｏ
Ｂ
で
飾
磨
工
業
高
校

陸
上
部
に
所
属
す
る
澤
田
達
也
さ
ん
（
３

年
・
川
上
）、
と
神
崎
中
学
校
Ｏ
Ｂ
で
姫

路
高
校
の
陸
上
部
に
所
属
す
る
前
川
拓
美

さ
ん
（
３
年
・
吉
冨
）、
の
２
選
手
が
兵

庫
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

《
結
果
》

男
子
：
５
０
０
０
ｍ
競
歩（澤

田
達
也
さ
ん
）

　

８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
予
選
を
見
事

に
突
破
し
決
勝
に
進
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
近
畿
予
選
が
終
了
し
て
か

ら
フ
ォ
ー
ム
を
直
し
て
き
た
結
果
を
だ
す

こ
と
が
で
き
、
見
事
４
位
に
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

男
子
：
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

（
前
川
拓
美
さ
ん
）

　

リ
レ
ー
の
登
録
メ
ン
バ
ー
と
し
て
大
会

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
選
を
通
過
す

る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

※
全
国
高
校
総
体
に
は
、
陸
上
競
技
以
外

に
神
崎
高
校
自
転
車
部
、
市
川
高
校
水
泳

部
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
高
校
総
体
以
外
の
全
国
大
会
で

は
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
中
学
校
陸
上

競
技
、
高
校
軟
式
野
球
に
神
河
町
か
ら
多

く
の
選
手
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
日
程
の
都
合
に
よ

り
、
広
報
10
月
号
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

全国高校総体出場　陸上

　

あ
か
ふ
じ
米
第
24
回
兵
庫

県
ジ
ュ
ニ
ア
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
が
７
月
31
日
か
ら
始

ま
り
、
県
下
各
地
区
を
勝
ち

抜
い
た
20
チ
ー
ム
が
参
加
。

姫
路
地
区
代
表
と
し
て
、
大

河
内
ガ
ッ
ツ
ボ
ー
イ
ズ
も

堂
々
と
入
場
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
戦
は
、
神
戸
地
区
代
表

の
横
屋
川
井
少
年
野
球
部
と

対
戦
。
相
手
チ
ー
ム
の
攻
撃

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
ね
ば

り
強
い
戦
い
を
見
せ
ま
し

た
。
結
果
は
、
３
対
７
と
惜

し
く
も
破
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
力
い
っ
ぱ
い
戦
っ
た

選
手
に
と
っ
て
は
、
素
晴
ら
し

い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

大河内ガッツボーイズ
あかふじ米出場

　

７
月
22
日
～
24
日
に
神
戸

総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
に
稲
垣
生
吹
さ
ん

（
小
５
・
南
小
田
小
学
校
）

が
ホ
ー
プ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
（
小
学
６
年
生
以
下
）
の

部
に
出
場
。

　

予
選
リ
ー
グ
１
勝
１
敗
で

惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
全
力
を
出
し

て
頑
張
ら
れ
ま
し
た
。な
お
、

稲
垣
さ
ん
は
、
９
月
に
埼
玉

県
・
く
ま
が
や
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
る
第
30
回
全
日
本
ク

ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会
に
も

出
場
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

全日本卓球選手権大会出場

　

７
月
３
日
（
日
）、
養
父
市

で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
兵
庫
県
大
会
で
、
神
崎

海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
民
温
水

プ
ー
ル
㈱
ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
所

属
の
選
手
が
出
場
し
、
山
㟢
雅

友
さ
ん
（
中
１
・
福
本
）、
小

寺
ほ
の
か
さ
ん（
小
５
・
寺
前
）、

小
寺
の
ど
か
さ
ん
（
小
３
・
寺

前
）
和
田
海
成
さ
ん
（
小
４
・

朝
来
市
）、
の
４
名
が
６
種
目

に
お
い
て
好
成
績
を
お
さ
め
ら

れ
ま
し
た
。
４
名
は
、
８
月
14

日
に
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
で

開
催
さ
れ
た
２
０
１
１
Ｂ
＆
Ｇ

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ＆Ｇスポーツ大会兵庫県大会
　氏　名　　　種　　　　目　　　　　　　　記録
山㟢　雅友　男子自由形  50 ｍ（中学生の部）　　　４位
　　　　　　男子自由形 100 ｍ（中学生の部） 　　　４位
小寺ほのか　女子バタフライ  50 ｍ（小学生 5，6 年の部）  6 位
小寺のどか　女子背泳ぎ  50 ｍ（小学生 3，4 年の部）  ４位
和田　海成　男子背泳ぎ  50 ｍ（小学生 3，4 年の部）  ３位
　　　　　　男子自由形  50 ｍ（小学生 3，4 年の部）  ６位

左から山㟢さん・竹下コーチ・和田さん・小寺ほのかさん
藤原コーチ・小寺のどかさん
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行
政
情
報

　
　

公
立
神
崎
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
募
集

平
成
24
年
度
採
用

職
　
種　

薬
剤
師
、言
語
聴
覚
士
、

　

看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
臨

　

床
検
査
技
師

募
集
人
数　

若
干
名

受
験
資
格　

平
成
24
年
春
に
当

該
資
格
免
許
を
取
得
見
込
み
の

方
、
ま
た
は
当
該
資
格
免
許
取

得
者

受
付
期
間　

９
月
22
日
（
木
）
ま
で

試
験
日　

10
月
初
旬
（
詳
細
は
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。）

平
成
23
年
度
中
途
採
用

職
　
種　

臨
床
検
査
技
師
、
医
療

　

事
務
員
、
看
護
助
手

募
集
人
数　

若
干
名

受
験
資
格　

臨
床
検
査
技
師
…
当

　

該
資
格
免
許
取
得
者

　

医
療
事
務
員
、
看
護
助
手
…
不

　

問
勤
務
開
始
日　

10
月
１
日

受
付
期
間　

９
月
15
日
（
木
）
ま
で

試
験
日　

９
月
下
旬
（
詳
細
は
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。）

提
出
書
類　

平
成
24
年
度
、
平
成

　

23
年
度
中
途
採
用
共
通

新
卒
者　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、

　

卒
業
見
込
み
証
明
書
、
成
績
証

　

明
書

既
卒
者　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、

　

該
当
免
許
の
写
し

問
い
合
わ
せ　

公
立
神
崎
総
合
病
院

　

総
務
課　

☎
３
２
―
２
４
８
８

　
　

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

　
　

〜
家
屋
の
新
・
増
築
、
取
り

壊
し
を
し
た
ら
税
務
課
へ
〜

　

未
登
記
家
屋

の
新
・
増
築
や

取
り
壊
し
、
所

有
権
移
転
を
さ

れ
た
場
合
、
そ

れ
を
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
で

す
。
課
税
漏
れ
や
誤
っ
て
課
税
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税

務
課
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
記
を
完
了
さ
れ
た
方
は
、
連
絡

は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
中
に
新
・
増

築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
９

月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
家
屋

評
価
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
早
期
に
評
価

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
相

続
人
代
表
者
の
届
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
お
名
前
で
課
税
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
も
、

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
１

　
　

ご
家
庭
・
事
業
所
で
の
配
管

　

は
大
丈
夫
で
す
か
？

〜
水
道
の
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

（
誤
接
合
）
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
〜

　

ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、

「
水
道
の
給
水
管
」
と
「
山
水
や

井
戸
水
な
ど
の
水
道
以
外
の
管
」

を
直
接
つ
な
ぐ
こ
と
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
ル
ブ
を
設
置
し
、

必
要
に
応
じ
て
水
道
水
と
山
水
な

ど
を
切
り
替
え
て
使
用
し
て
い
る

場
合
も
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に

な
り
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
る
場
合
、
バ
ル
ブ
の
故
障
や

操
作
不
良
な
ど
に
よ
り
、
山
水
な

ど
が
水
道
管
に
逆
流
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
水
が
汚
染
さ
れ

て
い
た
場
合
、
広
い
範
囲
に
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
反
対
に
水
道
管

か
ら
大
量
の
水
道
水
が
山
水
な
ど

に
流
入
し
、
後
日
思
い
も
よ
ら
な

い
高
額
な
水
道
料
金
が
請
求
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
水
の
汚
染
を
防
止
し
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
ク
ロ
ス
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
は
水
道
法
に
よ
り
固

く「
禁
止
」さ
れ
て
い
ま
す
。も
し
、

ご
家
庭
や
事
業
所
の
配
管
が
ク
ロ

ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
業
者
に
連
絡
し
、
速
や
か
に
管

を
切
り
離
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
６

　
　

保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

　
　

す

　

３
人
以
上
の
子
ど
も
を
育
て
る

世
帯
に
対
し
、
第
３
子
以
降
の
お

子
さ
ん
の
保
育
所
の
保
育
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
　
象　

満
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
３
人
以
上
お
り
、
か
つ
第
３

子
以
降
の
子
ど
も
が
保
育
所
に

在
園
す
る
世
帯
。

※
前
年
の
所
得
税
額
が
４
万
円
未

　

満
の
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額　

月
額
６
０
０
０
円
を
超

え
る
保
育
料
負
担
額
に
対
し
、

０
～
２
歳
児
で
４
５
０
０
円
、

３
～
５
歳
児
で
３
０
０
０
円
を

上
限
に
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

一
時
預
か
り
を
実
施
し
て
い

　
　

ま
す

　

町
内
の
保
育
所
で
は
、
乳
幼
児

の
一
時
預
か
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
傷
病
、
入
院
、
冠

婚
葬
祭
等
や
む
を
得
な
い
理
由
が

生
じ
た
と
き
や
、
育
児
等
に
伴
う

心
理
的
肉
体
的
負
担
を
解
消
し
た

い
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

実
施
保
育
所　

神
崎
保
育
園
、
寺

　

前
保
育
所

申
込
み　

希
望
保
育
所
へ
直
接
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

　

３
歳
未
満
児
の
４
時
間
以
内

　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円
／
日

　

３
歳
未
満
時
の
４
時
間
以
上

　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上
児
の
４
時
間
以
内

　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上
児
の
４
時
間
以
上

　
　
　
　
　
　

２
３
０
０
円
／
日

※
年
齢
は
当
該
年
度
の
４
月
１
日

　

現
在
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

神
崎
保
育
園
☎
３
２
―
０
２
８
４

　

寺
前
保
育
所
☎
３
４
―
１
５
３
８

　

住
民
生
活
課
☎
３
４
―
０
９
６
２
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障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
紹
介
し
ま
す

　

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成

に
つ
い
て

　

障
害
の
あ
る
方
の
自
動
車
運
転

免
許
取
得
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
１
～
４
級
所
持
者
で
次

　

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
免
許
取

　

得
者
。

・
免
許
取
得
に
よ
り
就
労
が
見
込

　

ま
れ
る
等
、
社
会
参
加
に
効
果

　

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

・
身
体
障
害
者
自
ら
が
行
う
事
業

　

の
経
営
に
免
許
が
必
要
と
認
め

　

ら
れ
る
者

・
身
体
障
害
の
た
め
、
交
通
機
関

　

を
利
用
し
て
通
勤
・
通
学
が
著

　

し
く
困
難
な
者

助
成
額　

自
動
車
運
転
免
許
取
得

　

費
の
２
／

３
以
内
。

※
た
だ
し
、
10
万
円
が
限
度
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

看
板
等
の
屋
外
広
告
物
の
届

　
　

出
は
お
済
で
す
か
？

　　

兵
庫
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ

り
、
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続

し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

屋
外
広
告
物
（
看
板
、
立
看
板
、

広
告
塔
、
の
ぼ
り
旗
等
）
に
つ
い

て
は
、
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
兵
庫
県
屋
外
広
告
物
条
例
で

は
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
管

理
、
運
営
、
罰
則
等
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
と
は
？

　
　

自
家
用
広
告
物
で
、
自
己
の

　

氏
名
、
店
名
、
商
標
、
事
業
内

　

容
等
を
表
示
す
る
も
の
で
、
表

　

示
方
法
と
し
て
は
、
建
物
の
屋

　

上
や
壁
面
、
広
告
板
、
広
告
塔
、

　

そ
の
他
に
も
、
道
標
、
案
内
誘

　

導
広
告
物
、
宣
伝
車
、
ネ
オ
ン

　

サ
イ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
届
出
が
必
要
な
の
？

　
　

届
出
に
よ
り
、
内
容
を
審
査

　

し
、
地
域
の
良
好
な
景
観
形
成

　

お
よ
び
公
衆
に
対
す
る
危
害
の

　

防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
良
好
な
景
観
若
し
く
は
風
致

　
（
自
然
の
美
し
さ
）
を
維
持
し

　

ま
す
。

・
屋
外
広
告
物
の
倒
壊
等
に
お
け

　

る
直
接
的
な
危
害
を
防
止
し
ま

　

す
。

・
道
路
交
通
の
安
全
を
阻
害
す
る

　

こ
と
に
よ
る
危
害
を
防
止
し
ま

　

す
。

　

良
好
な
景
観
を
害
す
る
広
告
物

や
危
険
な
広
告
物
を
見
か
け
た
ら

建
設
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
４

年
金
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

　

姫
路
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

の
出
張
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、９
月
９
日
（
金
）

ま
で
に
住
民
生
活
課
に
予
約
の
う

え
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

９
月
15
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
リ
ハ
ー
サ
ル
室

持
参
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証
書

　

等
、
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

　

き
る
も
の
、
認
印
、
本
人
確
認

　

書
類
（
免
許
証
等
）

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
と
委

　

任
さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類

　
（
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

年
金
だ
よ
り

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前9：00～午後5：00
水曜日定休日・電話 34 － 1001

神河町観光協会

大河内高原周遊バス乗車チケット販売！

ご協力ありがとうございました

　毎週日曜日にＪＲ寺前駅前から砥峰・峰山高原行の周遊バス
を運行しています。
　10 時 15 分出発、15 時 30 分帰着の１便です。
　リラクシアで昼食（別途料金必要）をされても良いですし、
峰山でバスを下り、砥峰までハイキング、砥峰からまたバスに
乗って帰って来ることもできます。ぜひ、ご利用ください。

　　大人（中学生以上）１，５００円
　　小人（小学生）　　　　５００円

と　き　９月１日（木）
　　　　 ～ 15 日（木）（予定）
ところ　多目的ホール

寺野区のたんぽぽの会「ちぎり絵展」
　観光協会の受付に設置していました義援金箱の
義援金 25,185 円を神戸新聞厚生事業団に寄付さ
せていただきました。
　多くの方にご理解とご協力を賜りまして、誠に
ありがとうございました。
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ま ち の

話
題

◇

◇

◇◇ 第 6回神河町子ども会球技大会

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（☎ 32 － 2752）
までお知らせください。

　梅雨が明けた炎天のなか、子ども会球技大会が７月 16 日・17 日にかけて行われました。各チーム
は日ごろの練習の成果を発揮し、力一杯がんばりました。

第６回神崎郡子ども会球技大会
　神崎郡子ども会球技大会が７月 30 日、町民グラウンド、神崎体育センターで開催されました。
神河町から町の大会で優勝・準優勝したチームが出場。
　神河町のチームは入賞することはできませんでしたが、チーム全員でプレーも応援も力一杯健闘
されました。

◇いのちの大切さ学び教室を開催しました
　姫路市香寺町の「みさ助産院」前田美佐代助産師を講
師に迎え、町内各小・中学校で「いのち」について学ぶ
教室を実施しました。
　６・７月は寺前小学校、南小田小学校、神河中学校で
開催し、今後は２・３学期にすべての学校で実施する予
定です。
　いのちの誕生や神秘について学び、両親から生まれて
きた自分自身や自分に携わる人の命や身体を大切に感じ
てもらう機会となりました。小学低学年であっても集中
して熱心に教室に取り組め、それぞれ年齢に応じて、将
来への実りある学びができました。

◇

◇◇ 白寿おめでとうございます

　７月 26 日（火）に横内千代野さん（加納）を町長が訪問し、白寿
をお祝いしました。
　これからも健康に気をつけ、長生きしてくださいね。

ソフトボールの部
優　勝　山田チーム
準優勝　寺前Ａチーム
第３位　東柏尾チーム
　　　　南小田・上小田チーム

バレーボールの部
優　勝　寺前Ａチーム
準優勝　寺前Ｂチーム
第３位　中村チーム
　　　　寺野チーム

（ソフトボール）優勝：山田チーム （ソフトボール）準優勝：寺前Aチーム

（バレーボール）優勝：寺前Aチーム （バレーボール）準優勝：寺前Bチーム
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『第
６回

かみかわ夏まつり』 へのご支援 ・ ご協
力

スポーツ協会の WA　№16
問い合わせ
　教育課社会教育係
　☎ 34－ 0212

　町体育協会に所属する協会の活動内容などをシリーズで紹介しています。今月で 16 回目となります。
　今月は「空手協会」を紹介します。空手を通じて体を鍛え、いざという時、身を護る技を習得します。
また、武道精神を学び、自分を大切に、そして人を思いやる気持ちが持てるよう稽古に励んでいます。
　空手を練習すると集中力・筋力・瞬発力などが向上します。また、基礎体力も上がるので他のスポー
ツにも役立ちます。
　大人、子ども、男性、女性に限らずどなたでも自分の体力に応じた練習ができますので、興味のある
方はいつでも見学に来てください。

《活動状況》
・定期練習　　毎週月曜日・水曜日・金曜日
　　　　　　　午後６時～８時（祝日は除く）
　　　　　　　寺前小学校体育館
・例年、同流派の連合会大会に参加
・昇級試験　　年３回実施
・会費　　　　月 300 円

問い合わせ　　神河町空手協会会長　平岡民雄
　　　　　　　（☎ 34 － 0963 ／役場住民生活課内）

　『ひろげよう！　神河からの　ハートの和　元気の和』と題して開催いたしました第６回かみかわ夏まつ
りは、天候にも恵まれ、6000 人を超える大変多くのお客様にお越しいただき、盛大に実施することができ
ました。
　今年は、「東北に届け！かみかわの心」をステージイベントのテーマとし、子どもから大人まで来場者全
員による大合唱と、神崎保育園・神河中学校・神崎高校やフラダンスチームにも会場を大いに盛り上げてい
ただき、32 店の夜店も大賑わいとなりました。
　また、かみかわ夏まつりで 1000 発と、宮城県気仙沼市の花火大会支援金
を目標に取り組んだ花火基金は 2000 口にも達し、1000 発の花火は会場
の皆様を立ち止まらせ、それぞれの心の思い出とともにお祭り気分を
存分に演出してくれました。
　そして、８月 11 日に開催された気仙沼市花火大会（港・けせん
ぬま復活祭）で 100 万円の支援金を「かみかわの心」としてお渡
ししました。
　あらためまして、町民皆様方のご支援とご協力に感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。
　最後に、手づくりの夏まつり開催にあたり、準備や片付け、本
番の警備、防犯パトロール等あらゆる方面からご支援・ご協力をい
ただき、本当にありがとうございました。

かみかわ夏まつり運営委員会

　
　　

　　
本当にありがとうございました『第

６回
かみかわ夏まつり』 へのご支援 ・ ご協

力
気仙沼市花火大会
への支援金は、
100万円！
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保
健
・
福
祉

行　事　名 対　象　者 受　付　時　間 実　　施　　日

も ぐ も ぐ 教 室
（ 離 乳 食 教 室 ）

H23.5.27 ～ 7.21 生まれ 13：30 ～ 14：00 9 月 26日（月）
神崎支庁舎

す く す く 相 談
（ 乳 幼 児 相 談 ）

H22.8 月・H23.1 月生まれ
及び希望者 13：30 ～ 14：30 9 月　2日（金）

神崎支庁舎

4 歳 児 相 談 H19.7 月～ 9 月生まれ 13：30 ～ 14：30 9 月 21日（水）
神崎支庁舎

健康福祉なんでも相談 一　般　住　民 9：00 ～ 11：30 9 月　6日（火）
神崎支庁舎

●　 ９ 月 の 保 健 行 事　 ●

　笑っている赤ちゃんを見て、お母さんやお父さ
んが微笑みながら、やさしく「ごきげんねー」と
言っている光景をよく見ます。
　赤ちゃんは、人の顔を最も好んでみる能力を持
って生まれてきます。特に動き（表情）がある顔
には強く興味を引くようです。また、人のことば
に反応する能力も備わっています。つまり、赤ち
ゃんは「人を見る」「語りかけに反応する」とい
う能力を持って生まれ、周りの人とコミュニケー
ション（相互交渉）を取っています。
　さらに赤ちゃんは、ずっと人を見つめている訳
ではなく、視線をそらすこともします。赤ちゃん

は自分のリズムで見つめたり、視線をそらせたり
もするのです。
　赤ちゃんの「見つめたり」「声を出したり」す
るリズムに合わせて、周りの人が声かけをしたり、
抱っこすると、赤ちゃんは外に働きかけることで
相互交渉ができることを学びます。そして、もっ
と周りの人に働きかけようとします。
　反対に赤ちゃんからの働きかけを無視したり、
遅れて反応するなど、働きかけのリズムに合わせ
ないでいると、相互交渉は持続しにくくなります。
つまり人間は赤ちゃんの時から、対人関係の学習
をしているのです。
　赤ちゃんの働きかけに適切に合わせ、周りの人
が反応することで、赤ちゃんも積極的にコミュニ
ケーションを取ろうとします。その学習を基に「
健全な愛着」を形成していくのです。そしていろ
いろな人と上手く付き合うことのできる大人へと
成長していきます。　

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

赤ちゃんの笑顔の意味

【予防接種の案内】
＊三種混合（ＤＴＰ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）は、対象者に個別通知しますので、指定の期間内に接種
　を受けましょう。
＊日本脳炎・二種混合 （ ＤＴ ） の対象で未接種の方は、早めに接種を受けましょう。 
＊子宮頸がん予防ワクチンの２回目の接種は、９月 24 日（土）９時～ 10 時に公立神崎総合病院で実施し
　ます。

　今年度、国のがん検診推進事業により町で行う健診で下記対象者の方は無料で受けることができます。
今年度受けなかった方、申し込んでいない方は、電話申し込みにより町ぐるみ健診で受診してください。

（＊肝炎ウイルス検診は今まで受けたことがない方のみ）

【無料対象者】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【町ぐるみ健診日程】

問い合わせ　　健康福祉課　☎ 32 － 2421

年齢 生　年　月　日
40 歳 Ｓ 45年４月２日～Ｓ 46年４月１日
45 歳 Ｓ 40年４月２日～Ｓ 41年４月１日
50 歳 Ｓ 35年４月２日～Ｓ 36年４月１日
55 歳 Ｓ 30年４月２日～Ｓ 31年４月１日
60 歳 Ｓ 25年４月２日～Ｓ 26年４月１日

日　程　９月 14 日・15 日・16 日・
　　　　 28 日・29 日・30 日
会　場　神崎支庁舎

平成 23年度大腸がん・肝炎ウイルス検診無料
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①キャベツは、ざく切り。
②たまねぎ・にんじんは薄切り。
③さやいんげんは、斜めに３等分する。
④ベーコンは、１㎝幅に切る。
⑤鍋に水・①～④・コンソメを入れて煮る。
⑥沸騰したら、弱火で３分煮込み、
　塩・こしょうで味をととのえる。
　　　　　　　　　　　　　（男性の料理教室レシピより）

～野菜たっぷり、パン食の朝食にもおすすめスープ～

（副菜・スープ）野菜スープ（4 人分）

・キャベツ	 200 ｇ
・たまねぎ	 100 ｇ
・にんじん	 20 ｇ
・さやいんげん	 ８本
・ベーコン	 1 枚
　水	 ４カップ
・コンソメ	 １・１／２個
・塩・こしょう
	 （お好みで、生姜、青じそなど）

1人の栄養価
エネルギー　	 47kcal
たんぱく質	 1.8g
塩　　　分	 0.9g

心とからだを元気にする食べ方
☆冷たい食べ物の多かった夏の間に身体が冷えて、胃腸
が弱っています。食物繊維やカリウムの多い野菜の副
菜で、免疫力を上げ、夏バテを予防しましょう！

　広報かみかわ 10 月号から公立神崎総合病院のコーナーを新設します。このコーナー
は、気になる病気やはやりの病気の紹介、またその予防策の紹介や病院情報等を掲載し
ていきます。
　皆様が日頃疑問に思われている病気のことや薬のこと、医療機器や検査項目などにつ
いてどんな質問でも結構です。どしどしお寄せください。
　皆様からの質問は、次の方法により受付けます。

１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

公立神崎総合病院のコーナー

公立神崎総合病院に聞いてみよう

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

Ｑ

Ａ
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公

民

館

だ

よ

り

中
央
公
民
館　

☎
３
４
︱
１
４
５
０

神
崎
公
民
館　

☎
３
２
︱
１
６
８
１

成人ゼミナール館外研修

神河町文化協会　映画会のお知らせ

作品名　『武士の家計簿』
　　～刀でなく、そろばんで一家を守った侍がいた～

場　所　中央公民館　グリンデルホール
日　時　9 月 17 日㈯① 15：00 開場 15：30 上映
　　　　　　　　　 ② 18：30 開場 19：00 上映
入場料　大人（高校生以上）前売り券 800 円
　　　　当日券 1,000 円　中学生以下無料
◎前売券取扱所：中央公民館・神崎公民館
　　　　　　　　神崎支庁舎・センター長谷
出　演　堺雅人、仲間由紀恵、中村雅俊、松坂慶子ほか
主　催　神河町文化協会
後　援　神河町・神河町教育委員会

◎入場料の一部を東日本大震災への義援金とします。

公 民 館 教 室 成人対象　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
9 月  2 日㈮　⑦

10：00 ～
9 月 16 日㈮　⑧

9 月の
ロビー展

中央公民館：写真展（廣納忠良出展）

神崎公民館：あじさい学級「書道クラブ」作
品展・デコパージュ作品展（奥田眞智子出展）

第 6回　神河町美術展

公 民 館 教 室  こども対象　 会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間
楽しいお菓子
づくり教室 9 月 17 日㈯　③ 9：00 ～

こども茶道教室 9 月 10 日㈯　③ 10：00 ～

中央公民館 神崎公民館
あ や め 学 級 会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

9 月 8 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座⑤
　「歴史をさぐる
　　　～たたら製鉄～」
宍粟市教育委員　村上　揚 先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座④
（俳句・短歌・色鉛筆画・
　　民謡・園芸・コーラス）

あじさい学級 会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

9 月 22 日㈭

9：45 ～
　11：45

趣味講座④
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・若返り・野の花・園芸・
グラウンドゴルフ）

13：00 ～
　14：30

教養講座⑤
「生き生き楽しくみんなとつながろう」
　　　人権擁護委員 吉田八郎 先生

公 民 館 教 室 成人対象　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
9 月  6 日㈫　⑤

19：30 ～
9 月 27 日㈫　⑥

成人ゼミナール 会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

9 月 17 日㈯
　　　　⑤

13：30 ～
　15：00

「上手な生き方
～人づきあいのキーワード～」
　文学研究家　　上田真子 先生

パソコン教室 （初級） 受講生募集

高齢者大学　あやめ学級・あじさい学級合同館外研修

月　　　日 内　　　　　　　容
9 月 29 日㈭ 京都方面（下鴨神社・大本山妙心寺）

《審査員》　						    
日本画　青田　賢蔵　日展会友			 
洋　画　瀧本　周造　二紀会会員

	 　書　　岡　　晴雲　日本書道教育学会評議員・文鳳会理事
　写　真　中島登代子　二科会会員・県写真作家協会委員・審査員
	 彫塑工芸　長谷川　肇　兵庫県工芸美術作家協会会員		

	 皆様の要望で午後７時まで開館しております。	
是非おそろいで観賞にお越しください。

日　時　9 月 9 日（金）～ 9 月 11 日（日）	
開館時間　午前 9 時～午後 7 時まで		

（最終日は午後 4 時まで）
搬　入　9 月 3 日 10：00 ～ 16：00
　　　　9 月 4 日  9：00 ～ 11：00		
場　所　神崎公民館・神崎体育センター

日　時　10 月 12 日㈬から 10 月 28 日㈮の
　　　　毎週水 ･ 金曜日　19：30 から 21：30
　　　　全 6 回
場　所　神崎公民館
受講料　無料（教材費個人負担）
申込受付　9 月 9 日より（問合せは神崎公民館へ）

7 月 23 日㈯県立考古博物館・鶴林寺
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【神崎公民館】
日本男児	 長友　佑都
アンダー・ザ・ドーム（上・下）　　　　
	 スティーヴン・キング
ヴォイド ･シェイパ	 森　　博嗣
これからの「正義」の話をしよう
	 マイケル・サンデル
図書館戦争	 有川　　浩
ようこそ、私のキッチンへ	 有元　葉子
母と息子の老いじたく	 ねじめ正一
俺俺	 星野　智幸	
	 他 8 冊

新着図書のご案内

【中央公民館】
下町ロケット	 池井戸　潤
昏睡Ｄａｙｓ	 有田　直子
刑事のまなざし	 薬丸　　岳
八月からの手紙	 堂場　瞬一
龍馬奔る（少年篇）	 山本　一力
化合	 今野　　敏
我が家の問題	 奥田　英朗
ポニーテール	 重松　　清
	 他 14 冊

あ
や
め
学
級
「
俳
句
ク
ラ
ブ
」

ほ
と
と
ぎ
す
ゆ
つ
く
り
老
い
る
こ
と
と
せ
む　

浅
田　

咲
子

梅
雨
晴
間
姫
路
へ
友
と
筆
買
ひ
に　
　
　
　
　

上
野　

綾
子

風
鈴
の
音
の
ひ
と
り
家
に
途
切
れ
な
く　
　
　

小
寺
美
智
子

す
つ
ぱ
り
と
水
に
流
し
て
泳
ぎ
け
り　
　
　
　

助
友　

昌
子

青
葉
風
入
れ
て
ひ
と
り
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　
　

田
中　

文
子

山
畑
の
麦
わ
ら
帽
子
動
き
け
り　
　
　
　
　
　

中
島
富
久
代

風
鈴
の
音
の
似
合
ひ
し
日
と
な
り
ぬ　
　
　
　

藤
原　

彰
子

大
盛
の
に
く
じ
や
が
鉢
や
ひ
と
り
な
り　
　
　

藤
原
よ
し
子

あ
や
め
学
級
「
短
歌
ク
ラ
ブ
」

梅
雨
の
朝
東
山
ぎ
わ
雲
の
上
に

　
　

上
弦
の
月
細
く
光
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

古
川　

雍
子

間
引
き
た
る
て
が
る
牛
蒡
の
細
い
根
も

　
　

牛
蒡
の
匂
い
を
か
す
か
に
放
つ　
　
　
　

鉢
木　

慶
子

陰
干
の
ど
く
だ
み
の
花
変
色
せ
り

　
　

薬
草
茶
と
し
夏
を
の
り
切
る　
　
　
　
　

本
田
ふ
さ
ゑ

湯
の
窓
に
螢
来
り
ぬ
灯
り
消
し

　
　

時
を
忘
れ
る
つ
か
の
間
の
幸　
　
　
　
　

戸
田
加
代
子

さ
ら
の
つ
ぼ
み
真
珠
の
ご
と
く
ふ
く
ら
み
て

　
　

真
白
な
花
も
夕
べ
に
散
り
ぬ　
　
　
　
　

佐
想　

克
代

く
ち
な
し
句
会

ラ
ン
ド
セ
ル
ま
だ
負
ひ
し
ま
ま
サ
イ
ダ
ー
飲
む　

竹
西　

教
子

玉
砂
利
の
さ
ら
に
濃
く
す
る
ゆ
だ
ち
か
な　
　

中
島　

恵
子

夕
立
の
雨
に
追
わ
れ
て
走
る
子
等　
　
　
　
　

中
野　

和
典

夕
立
や
一
雨
ほ
し
き
と
願
う
日
　々
　
　
　
　

中
野
く
に
ゑ

磨
崖
仏
夕
立
が
顔
洗
い
け
り　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

悲
喜
こ
も
ご
も
ス
ト
ロ
ー
の
ぼ
る
ソ
ー
ダ
水　

松
本
や
ゑ
子

あ
じ
さ
い
短
歌
会

く
も
の
糸
苔
と
つ
づ
り
て
山
雀
の

　
　

巣
の
出
入
り
口
は
伸
縮
自
在　
　
　
　
　

藤
原　

昭
夫

軒
下
の
古
巣
を
少
し
修
理
し
て

　
　

ツ
バ
メ
の
飛
び
立
つ
友
引
の
朝　
　
　
　

屋　

ク
ニ
ヱ

草
引
き
の
手
を
ふ
と
止
め
し
そ
の
先
に

　
　

う
す
紅
い
ろ
の
小
さ
な
花
が　
　
　
　
　

坂
田　
　

剛

水
無
月
の
屋
外
講
座
は
車
椅
子

　
　

軽
か
ら
ぬ
身
を
友
に
委
ね
る　
　
　
　
　

綾
部
百
合
子

会
い
た
い
の
で
も
会
え
な
く
て
余
り
に
も

　
　

あ
な
た
の
存
在
遠
す
ぎ
る
か
ら　
　
　
　

関
本　

昭
子

文　芸　欄

　かつて研究者としてロケット開発に携わってい
た佃航平は、打ち上げ失敗の責任を取って研究者
の道を辞し、いまは親の跡を継いで従業員 200 人
の小さな会社、佃製作所を経営していた。
　日々奮闘している佃のもとに、ある日一通の訴
状が届く。相手は、容赦無い法廷戦略を駆使し、
ライバル企業を叩き潰すことで知られるナカシマ
工業だ。否応なく法廷闘争に巻き込まれる佃製作
所は、社会的信用を失い、会社存亡の危機に立た
される。そんな中、佃製作所が取得した特許技術
が、日本を代表する大企業、帝国重工に大きな衝
撃を与えていた…。会社は小さくても技術は負け
ない…。
　モノ作りに情熱を燃やし続ける男たちの矜恃と
卑劣な企業戦略の息詰まるガチンコ勝負。
　第 145 回「直木賞」受賞作品。

　「意思あるところ道はできる」「努力は裏切らな
い」長友佑都を支えた二つの言葉である。現在、
世界一のサッカークラブ・インテルに所属する長
友佑都。
　なぜ、ユニバーシアード代表、北京五輪代表、
Ｗ杯日本代表、そしてチェゼーナからインテルへ
と駆け上がることができたのか。決して恵まれた
身体でない彼が、世界のピッチに立つためにして
きたこと。そこにあるのは、人並み外れた意思の
強さと、想像を絶する努力だった。
　ゆるぎない意志と不断の努力。この二つがあれ
ば、どんな困難にも打ち勝ち、夢をつかむことが
できる。

日本男児
　　　　　著　者　長友　佑都
　　　　　発行所　ポプラ社

下町ロケット
　　　　著　者　池井戸　潤
　　　　発行所　小学館

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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学習
センター子

育て子
育て
学習
センター

問い合わせ
子育て学習センター　おひさま　☎ 34－ 0315
　

と　き　9 月 7 日（水）10：00 ～ 11：30
ところ　神崎支庁舎
対　象　子育て中の保護者と子ども
　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）

内　容　おままごと、汽車、ボールプールなど、
　　　　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　ご希望により子育て相談も受け付けています。
参加費　無　料
持ち物　お　茶

す こ や か 広 場

【グループ活動】10：00 ～ 11：30

と　き　9 月 30 日（金）10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども（グループ活動に
　　　　　入られていない方も参加できます）
　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ唄・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
　　　　親子遊びをします。9・10 月生まれのお
　　　　友だちのお誕生会もあります。
参加費　無　料
持ち物　お　茶

に こ に こ タ イ ム

すくすく赤ちゃん体操

と　き　9月21日（水）
ところ　きらきら館
　　　　ねんねグループ　10：00 ～ 10：55
　　　　あんよグループ　11：05 ～ 12：00
持ち物　体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（☎ 34 － 0315）まで連絡してください。

きらきら館だより　　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　

プール遊び大好き

対　象 内　　　　　　　　容 日（曜日） 場　　　　所

０歳児 お母さんと赤ちゃんのリフレッシュタイム
16 日㈮

きらきら館
28 日㈬

１歳児
運動会準備

Ａ 6 日㈫
Ｂ 8 日㈭

おいもほり 合同 22 日㈭ 東柏尾

2 歳児
運動会準備

Ａ 13 日㈫
大河内保健福祉センター

Ｂ 14 日㈬
バスに乗って遠足だ！ 合同 27 日㈫ 峰山

3 歳児
運動会準備 15 日㈭ きらきら館

運動会の練習 29 日㈭ 神崎体育センター

エプロンママ 幼稚園以上の子どもを持つママたちの自主グループ 12 日㈪ 大河内保健福祉センター

※グループ活動は途中入会もできます。
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新

野

の

水

車

　

所
在
地　
　

神
河
町
新
野

サークル紹介（神崎公民館）

かみかわ史談会

問い合わせ　神崎公民館　☎ 32－ 1681

神
河
町
の
文
化
財
を
訪
ね
て
　
66

　

新
野
地
区
で
は
、
江
戸
時
代
元
禄
の
頃
か
ら
、
水
路
よ
り
高

い
場
所
に
あ
る
田
ん
ぼ
に
水
を
入
れ
る
た
め
に
水
車
が
つ
か
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
竹
枠
式
の
構
造
で
、
非
常
に
軽
く
、
乾

い
て
い
れ
ば
２
人
で
運
ぶ
こ
と
も
出
来
ま
す
。
昭
和
30
年
代
に

は
18
基
の
水
車
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
代
に
は
３

基
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
住
民
自
ら

水
車
の
制
作
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
夏
を

彩
る
神
河
町
の
田
園
風
景
の
ひ
と
つ
で
す
。

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　かみかわ史談会の会員数は、現在 15 名です。神河町や
周辺地域の歴史文化について、研究と検証をし、観光や
文化面での活性化を図る活動をしています。地域サロン
事業や田空博物館事業などで見いだされた地域の宝物に
ついても検証を重ねて、観光資源として活かす活動を進
めています。
　具体的には、中央公民館で、毎月第２金曜日の午後７
時から「歴史と伝承の研究会」を開いて、刊行資料の紹
介や検証をしています。また「史談会の資料」として集
約したものを残す活動をしています。
　神崎公民館では、毎月第４金曜日の午後７時から「福
本藩研究会」を開いて、福本藩に関する資料や事跡の研
究、検証などをしています。また集約した資料などは「福
本藩研究の資料」として残す活動をしています。同時に、
地域史や江戸時代の藩政などに関する書籍資料などの収
集活動もしています。
　新たな資料を発見して、新たな地域像を見いだすこと
を楽しみに、日々の活動をして居りますので、皆様方の
ご参加を心からお待ちしています。
活動日　毎月２回
場　所　中央公民館　毎月第２金曜日
　　　　神崎公民館　毎月第４金曜日
時　間　午後７時から２時間程度
代表者　宮永　肇（☎ 32 － 0345、Fax 32 － 0374）

開 館 時 間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★

★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

きらきら館だより　　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　

おはなしなあに？
9月 10日（土）10：00～
・季節の本の読み聞かせ

あおぞら図書館
9月 3日（土）10：30～

　　 場　所：越知谷アクティブセンター
　きらきら館の本を持って出かけます。
　本の貸出をしますので、子どもも大人の方も
たくさんの本とふれあいに来てください。  
  

きらきら七夕会の様子
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

中
播
磨
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

﹁
お
ん
が
く
あ
そ
び
の
会
﹂

対
象
者　

郡
内
手
を
つ
な
ぐ
育
成

　

会
会
員
と
家
族
及
び

　

郡
内
在
住
の
特
別
支
援
学
校
、

特
別
支
援
学
級
の
児
童
と
家
族

内
　
容　

音
楽
療
法
士
に
よ
る
音

　

楽
あ
そ
び
（
５
回
シ
リ
ー
ズ
）

実
施
予
定

第
１
回　

９
月
４
日
（
日
）

　

市
川
町
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
回　

11
月
６
日
（
日
）

　

神
河
町
／
神
崎
支
庁
舎

第
３
回　

12
月
23
日
（
金
）

　

市
川
町
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
４
回　

２
月
26
日
（
日
）

　

福
崎
町
／
た
か
は
し
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

第
５
回　

３
月
18
日
（
日
）

　

神
河
町
／
神
崎
支
庁
舎

※
各
回
と
も
午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
過
ぎ
ま
で
。

※
５
回
の
う
ち
１
回
の
参
加
で
も

　

構
い
ま
せ
ん
。

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左

　

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
は
、
知

的
障
害
者
児
の
親
の
会
で
、
会
員

親
子
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
悩

み
や
問
題
を
と
も
に
考
え
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
会
の
趣
旨
に
賛

同
さ
れ
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

神
河
町
手
を
つ
な

　

ぐ
育
成
会
事
務
局
（
健
康
福
祉

　

課
内
）

☎
３
２
―
２
４
２
１

身
体
障
害
者
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
と
会
員
募
集

　

神
河
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
で

は
、
第
６
回
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
と
も
に
交

流
し
、
生
き
が
い
を
み
い
だ
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

９
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

※
雨
天
の
場
合
、
27
日
（
火
）
に

　

延
期

と
こ
ろ　

は
に
お
か
運
動
公
園

※
身
障
者
用
ト
イ
レ
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

町
内
居
住
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
及
び
そ

　

の
家
族

参
加
費　

無
料

申
込
み　

９
月
12
日
ま
で

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
で

は
、
は
に
お
か
運
動
公
園
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
定
期
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
身
障
福
祉
会
の

会
員
に
な
ら
れ
て
い
な
い
方
で

も
、
町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
身
障
福
祉
会

の
会
員
に
な
れ
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

練
習
時
間　

毎
週
水
曜
日　

午
前

　

９
時
～
11
時
（
雨
天
中
止
）

練
習
場
所　

は
に
お
か
運
動
公
園

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

年
会
費　

５
０
０
円　
　

問
い
合
わ
せ　

身
体
障
害
者
福
祉

　

会
事
務
局
（
健
康
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

聞
こ
え
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

　

聞
こ
え
な
い
方
、
聞
こ
え
に
く

い
方
、
耳
の
遠
い
方
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
社
会
が
住
み
や
す
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　

未
来
や
夢
を
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

と
　
き　

９
月
23
日
（
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
姫
路
労
働
会

　

館
（
姫
路
市
北
条
１
―

９
８
）

内
　
容　

講
演
会
、
分
科
会
、
補

　

聴
機
器
な
ど
の
展
示
、
補
聴
器

　

や
福
祉
機
器
の
個
別
相
談

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県

　

立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
８
）
８
０
５
―
４
１
７
５

　

健
康
福
祉
課　

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

劇
的
改
善
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
教
室

参
加
者
募
集

　

体
重
が
減
ら
な
い
、
お
腹
ま
わ

り
が
き
に
な
る
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
い
…
な
ど
、
健
康
が
気
に

な
る
方
に
お
ス
ス
メ
の
教
室
で

す
。

と
　
き　

10
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

と
こ
ろ　

神
崎
支
庁
舎

対
象
者　

20
～
70
歳
の
方

内
　
容　

体
重
や
血
圧
、
食
事
の

　

講
話
、
運
動
の
実
技
な
ど

定
　
員　

20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

全
７
回
の
シ
リ
ー
ズ
で

　

月
１
回
水
曜
日
に
開
催
す
る
予

　

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
で
は
、

平
成
24
年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

学
　
科　

機
械
制
御
工
学
科
、
建

　

築
工
学
科
、
情
報
工
学
科
、
自

　

動
車
工
学
科

試
験
区
分　

推
薦
入
校
試
験
（
本

年
度
末
の
高
校
卒
業
見
込
み
の

者
）

受
付
期
間　

10
月
３
日
～
14
日
ま

　

で
試
験
日　

10
月
22
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
立
但
馬
技

　

術
大
学
校

☎
（
０
７
９
６
）
２
４
―
２
２
３
３

思
い
出
の
場
所
＆
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
〜
に
っ
ぽ
ん
縦
断

　
　
　
　
こ
こ
ろ
旅
（
秋
編
）
〜

　

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
で

は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
便

り
を
も
と
に
火
野
正
平
さ
ん
が

に
っ
ぽ
ん
を
縦
断
、
こ
こ
ろ
の
風

景
を
訪
ね
ま
す
。
今
回
は
、
兵
庫

県
を
ス
タ
ー
ト
し
、
鹿
児
島
県
を

目
指
し
ま
す
。

　

皆
様
の
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な

い
風
景
や
景
色
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト

　

募　

集　
　

本　庁
総務課　　　　　34－ 0001
議会事務局　　　34－ 0213
財政課　　　　　34－ 0002
地域振興課
　地域振興係　　34－ 0185
　商工観光係　　34－ 0971
　農林業係　　　34－ 0960
教育課　　　　　34－ 0212
住民生活課　　　34－ 0962
税務課　　　　　34－ 0961
建設課　　　　　34－ 0964
上下水道課　　　34－ 0966
会計課　　　　　34－ 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32－ 1222
　健康福祉課　　32－ 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32－ 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34－ 0965
公民館
　中央公民館　　34－ 1450
　神崎公民館　　32－ 1681
センター長谷　　35－ 0001

　男　　6,017 人　 （－  4）
　女　　6,733 人　 （－  3）
　計　 12,750 人　 （－  7）
世帯数　4,136 世帯（－  2）

人 の 動 き

※ 2011 年 6 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は先月比
　転入　36 人
　出生　 4 人

転出　35 人
死亡　12 人

※ 2011 年 6 月中の異動

　男　　6,018 人　 （＋  1）
　女　　6,723 人　 （－ 10）
　計　 12,741 人　 （－  9）
世帯数　4,134 世帯（－  2）

人 の 動 き

※ 2011 年 7 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は先月比
　転入　20 人
　出生　 5 人

転出　20 人
死亡　14 人

※ 2011 年 7 月中の異動

8 月号に掲載していました 6 月中
の人の動きに外国人がぬけていま
した。お詫びして訂正いたします。
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つ

ぶ

や

き

応
募
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
３
）
３
４
６
５
―
１
３
２
７

郵
便　

〒
１
５
０
―
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

応
募
内
容　

①
住
所
、
②
氏
名
、

　

③
電
話
番
号
、
④
性
別
、
⑤
年

　

齢
、
⑥
思
い
出
の
場
所
、
⑦
エ

　

ピ
ソ
ー
ド

締
切
り　

９
月
７
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い

　

セ
ン
タ
ー

☎
（
０
５
７
０
）
０
６
６
―
０
６
６

詐
欺
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
県
下
全
域
で
未
公
開
株

や
社
債
、
外
貨
等
金
融
商
品
取
引

名
目
の
詐
欺
被
害
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

手
口
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り

つ
け
、
そ
の
後
電
話
で
「
購
入
代

金
よ
り
も
高
く
買
い
取
り
ま
す
」

な
ど
と
儲
け
話
を
持
ち
か
け
、
多

額
の
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

簡
単
に
儲
か
る
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。
振
り
込
む
前
に
ま
ず
、
警
察

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
崎
警
察
署　

生

　

活
安
全
課

☎
２
３
―
０
１
１
０

タ
イ
製
の
や
せ
薬
に

　
　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目
的
に
個
人
輸

入
さ
れ
て
い
る
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ

イ
エ
ッ
ト
」「
Ｍ
Ｄ
ク
リ
ニ
ッ
ク

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
な
ど
と
称
さ
れ
る

タ
イ
製
の
や
せ
薬
は
、
医
薬
品
成

分
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
死
亡
事

例
を
含
む
健
康
被
害
が
複
数
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
製
品
は
、
有
害
な

物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
な
ど
、
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
手
し
て
服

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
服
用
に
よ
り
体
調
に
異

常
が
現
れ
た
場
合
は
直
ち
に
服
用

を
中
止
し
、
医
療
機
関
を
受
診
す

る
と
と
も
に
、
最
寄
り
の
健
康
福

祉
事
務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

最
寄
り
の
保
健
所

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
（
福
崎

保
健
所
） 　

☎
２
２
―
１
２
３
４

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
薬
務
課

☎
（
０
７
８
）
３
６
２
―
３
２
６
９

会
社
・
法
人
登
記
事
務
の
取
扱
い

が
変
更
に
な
り
ま
す

　

現
在
、
神
戸
地
方
法
務
局
姫
路

支
局
で
取
扱
っ
て
い
る
会
社
・
法

人
登
記
事
務
は
、
11
月
21
日
か
ら

神
戸
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

で
取
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明

書
、印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務
は
、

引
続
き
姫
路
支
局
で
取
扱
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

神
戸
地
方
法
務
局

　

法
人
登
記
部
門

☎
（
０
７
８
）
３
９
２
―
１
９
０
１

難
病
に
悩
む
方
へ　

医
療
・
生
活

相
談
会

と
　
き　

９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

内
　
容　

専
門
医
師
の
講
義
と
相

談
。
腎
臓
病
、
肝
臓
病
、
潰
瘍

性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
心

臓
病
、網
膜
色
素
変
性
症
、パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、神
経
系
疾
患（
Ａ

Ｌ
Ｓ
・
脊
髄
小
脳
変
性
症
・
筋

無
力
症
ほ
か
）、
免
疫
系
疾
患

（
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
・
ベ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
ほ
か
）
及
び
難
病

患
者
の
生
活
、
栄
養
、
歯
科
相

談
申
込
み　

事
前
の
申
込
み
が
必
要

　

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
健
康
福
祉

　

事
務
所
（
福
崎
保
健
所
）

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
１
２
３
４

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題
を

受
け
、
平
日
に
法
律
相
談
窓
口
へ

行
け
な
い
相
談
者
を
対
象
に
法
律

的
な
相
談
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活

再
建
や
こ
こ
ろ
の
相
談
も
含
め
た

多
重
債
務
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
　
き　

９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

姫
路
職
員
福
利
セ
ン
タ

　

ー
（
姫
路
総
合
庁
舎
北
隣
）

相
談
体
制　

①
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
債

　

務
整
理
相
談

②
多
重
債
務
者
支
援
団
体
に
よ
る

　

生
活
再
建
相
談

③
保
健
所
・
健
康
福
祉
事
務
所
に

　

よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談

※
い
ず
れ
も
１
人
30
分
で
す
。

相
談
方
法　

面
接
相
談
（
事
前
予

　

約
制
）

受
入
可
能
人
数　

７ 

人

問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
消
費
生
活

　

創
造
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
０
９
９
３

●
心
配
ご
と
相
談

　

９
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

南
小
田
区
公
民
館　
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
健
康
福
祉
な
ん
で
も
相
談

　

９
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

●
栄
養
相
談

　

９
月
12
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　

お
知
ら
せ

　

相　

談

　

楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
２
学
期
が
ス
タ
ー

ト
。

　

小
・
中
学
校
で
は
運
動
会
や
体
育

大
会
に
向
け
た
練
習
が
始
ま
る
と
思

い
ま
す
が
、
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
は
、
稲
刈
り
や
秋
祭
り
に
む

け
た
準
備
な
ど
、
私
た
ち
大
人
に

と
っ
て
も
忙
し
い
月
で
す
。
何
か
と

気
ぜ
わ
し
く
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。



神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64
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SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦国民健康保険
　税第2期
　介護保険料
　第2期
　納期限

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦幼・小・中
　2学期始業式

2

4

3

5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 2423

25 26 27 28 29 30

1

９ 月くらしのカレンダー

◦人権を考える日

◦町美術展
　 9：00 ～神公
　15：00 ～表彰

◦栄養相談
　9：00 ～神支

◦古文書教室
　（初級）

10：00～神公

◦すくすく相談
13：30 ～神支

◦町美術展
　9：00 ～神公

◦子ども茶道教室
　10：00 ～ 中公

◦砥峰高原
　　　　観月会
　18：00 ～

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦古文書教室
　（初級）

10：00～神公

◦消費者巡回相談
　13：30 ～ 本

◦楽しいお菓子作り教室
　9：00 ～ 中公
◦若菜会（朗読）
　10：00 ～中公
◦成人ゼミナール
　13：30 ～中公
◦映画「武士の　
　家計簿」上映	グ
　15：00 開場
　18：30 開場　

◦中学校
　　　体育大会

◦もぐもぐ教室
  13：30 ～神支

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦年金出張相談
　10：00 ～中公

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦身体障害者交流
　グラウンドゴル
　フ大会
　9：00 ～  は

◦ 4歳児相談
　13：30 ～神支

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

敬老の日 秋分の日
◦あじさい学級
　趣味 9：45 ～
　教養 13：00 ～
　	 	 　神公  

◦小・幼合同
　　　　運動会

◦あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味 13：00 ～
　	 	 　中公  

◦町美術展
　9：00 ～神公

◦心配ごと相談
　13：00 ～
　南小田区公民館

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦あじさい・あ
　やめ学級合同
　館外研修


